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研究成果の概要：　高専スペースアカデミアの活動で得られた技術や経験を実験の高度化に対する改善要望に活
用するための検証を行った。まず、実験で使用するRaspberryPiの設定・操作手順のドキュメント化を行った。
次に、実験の課題で用いる超音波距離センサと加速度センサの設定を確認後、具体的な課題として水位監視と姿
勢検知を事例に検証を行った。現在、これらの検証作業をもとに実験室内での環境整備を整えている状況であ
る。「第26回 高専シンポジウム」において、ここまでの研究成果を報告した。

研究分野： 教育工学

キーワード： マイコン　PBL実験
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、高専スペースアカデミアの活動で得られたノウハウを活用して、実験の改善要望を解決するため
のフィードバック型PBL実験（略：FPBL）の研究を行った。研究期間内において、水位監視と姿勢検知について
の検証作業を行った。この検証によって超音波距離センサと加速度センサに関連した、新たな実験課題の導入が
可能となった。
　アカデミアの活動と並行しながら構築していくFPBLは、活動での経験と技術習得が即時に実験内容に反映でき
る特徴があり、実験の改善に非常に有効なモデルとなることが期待される。
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１．研究の目的 

 本校のセンサ工学の実験において、意欲ある学生から実験の高度化に対する改善要望があり
新たな実験テーマの課題設定・確認検証を早急に行うことが迫られている。一方、学生との課
外活動において、高い教育効果がある高専スペースアカデミア（以下：アカデミア）に参加し
て、RaspberryPi の設定や姿勢制御・データ通信処理等を学習している。本研究では、アカデ
ミアの活動を通じて得られたノウハウを活用する、フィードバック型 PBL 実験（Feedback Type 
PBL 略：FPBL）の導入前検証を行う。これにより、実験における改善要望に即時に対応して、
実験内容の完成度を高めていくことを目指した。 
 
２．研究成果 

（１）操作手順等のドキュメント化 

アカデミアの活動で得られる技術や経験を実験の改善要望に活用するにあたり、Microsoft
の Teams を用いて学生と情報共有しながら、使用する RaspberryPi の設定・操作手順のドキュ
メント化を行った。 
 
（２）検証作業 

実験の課題で用いる超音波距離センサと加速度センサの設定を確認後、具体的な課題として
水位監視と姿勢検知を事例に検証を行った。 

 ①水位監視 
RaspberryPi と LINE による、小規模河川の監視を個人で行えるようなシステムを事例として

検証を行った。システムの概要を図１に検証システムの機器外観を図２示す。このシステムは
RaspberryPi で写真撮影と距離計測を行い、サーバを介して LINE に送信する。RaspberryPi に
は PiCamera と超音波距離センサが取り付けられており、デバイスから水面までの距離測定と写
真撮影を行うことが可能である。設定の距離よりも水面がデバイスに近づいた際に、自動で水
面までの距離と写真を LINE に送信するプログラムを常に動作させることによって、水位監視を
行う。また、LINE Bot に直接文字で問い合わせすることによって、任意のタイミングで距離測
定と写真撮影が可能である。                          

図１ システムの概要          図２ 検証システムの機器外観 

 ②姿勢検知 
RaspberryPi と LINE による、建物

内での姿勢（対象例：眩暈等による
転倒）を検知するシステムを事例と
して検証を行った。検知センサには
9軸センサ（MPU-9250）を使用した。
9軸センサで加速度、ジャイロデー
タをリアルタイムで取得しながら
解析処理を行う。転倒を検知した場
合は、管理者に対して LINE から異
常通知を送信する。昏倒時は頭部に
強い衝撃があることから検知率の
精度向上につながると考え、センサ
をヘルメットに取り付けて検証作
業を行った。                     図３ システムの概要 



 

 

検証では転倒後の静止状態に着目したデータを取得して、それをもとに閾値を設定し転倒検知
の確認を行った。システムの概要を図３に検証システムの機器外観と検知模様を図４示す。 

図４ 検証システムの機器外観と検知模様 
 
（３）実験への導入 

現在、これらの検証作業をもとに実験室内での環境整備を整えている状況である。既に、缶
サットを模したオブジェにRaspberryPiと超音波距離センサを組み込みLINEによるデータ取得
は確認している。今後は、実験担当教員と検討を重ねながら教材作成等の実験導入準備を行っ
ていく予定である。 
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